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丹波立坑焼の文献

島田 浮?

丹i震は、:gf刀¥b窯支の麗なところ守あるボ、1j:r官以降、再双波方¥思 1)、宮本七大古友の「

っと Lて、今i二人々の主主煮を葺いている。

この療の丹波堤It、;..記JlPの )1\野声、・よ立11t.下立坑・華麗・ぅlくよ軍事，η 付着i;;'柿~'llI .丈~;j

.-E察特・ヰ河内等、育文片向?と分れ.日明推m-互主主tlてい i:ょうをあるrl¥、理枝では子自ど廃百五、

L 、優n¥に立杭慌たずーっ刀て凝っている 1::過ぎ治。これr:I主、いろいろな理由がおっとZき

之bれるが、どう Lてごのようになフr::，7)抗、主主;古どん Td-繁&lj\~実つでいるだちう芹\、1ì: J) 

横道T吉?娘道の貫通穫はT耳Ui製作者の組段‘経官の15")云ば?等、議，，1)研究問題ボ旗わって

いる.1とまた寺、文化財保護苓長会1::於て、下立坑京J]無形文化財仁速定 L‘間和三ヤ八

't震の2事業kこしで、ぞの記録互作第!す bこZどなっと。叉これ'Lff存乏碕じくしで、京都大学

の人文科学訴究所でも、社会ー護軍豹1，j.-立場れら、この宗家の実態を調受するごどと 13"った

。ぞのため、十二月十言 g，r1) 十五 B 考を、苦言~の合同調宣rJ\行われ、寄与-f\十 -8 より

十三 B に亘っても介ヱ簡の合同調 ~n\手まわれるこ三 k なっていわ o 私 i古、これら爾摘をの厄

抗、重に十ニ両エエ十ニ8よりエ十三日1::11¥けて、 N'H-Kの亀持fo口予エーサー‘鈴オミ信.

1害yナウンサ一、松村保三宮F技術員X笑r:同胞を誌;j1..立杭実業鉱草食港(J)稜:義欧太郎参長.

4守3渡期怠協関組合の文部平八修理事裏、中妻子利雄剥建寺長、:言iK京布哲学l:'i"じ之で、現地

銀曹三~つ!.::. (二の放送付、二十六日l:f剤ヘ降十五分、"rリ三十分雪での N.H'Kt":::.1fi;

iま仁於て. r 1ftl雑記事長Jtいろ患のもどに苛われた c) 

こう L て玄抗意ならぴにぎの製品 k対する間的 Z 襲号~t;T急速 1-;: 高め b れ、その実態 iご空すす

る調査問各涯の立場めら符われるJうlてなっと抗、宮本の藍業主後討し、そのさ五菜E推進す

る上れら吉って、文、日来の社会‘桂子育事荷を間際にする工F¥匂古って、呈l之、'X:!も財の侠

務乞活用玄関るエロ¥ら言って、ごのごどは大安意義あるこ 1どと若之られる。1.， 0¥bながてら、

これにぽ、 )1民Jf-として、議t$;I~ 於ける主杭i患者脊完の程遠E-時 ij1)¥ tてして&:<.1弘乎がてある.事

い下支主将っている丹液立誌iゑ!亡す守して除、深い関向を払って来 1三人も産分あるし、断片 ~ý

なBてそコ警官、 ~lT:: -st帝京宅}少<なlJ 0 文、軍行本2として出とれたわのわいくらD¥ある。し9¥し、

ぞれらは、す T~‘苦 t~.先手n:::t とめ b れておらず、研究室大成するのに拾程遠い感ま禁じ得{j

1，，10今甑こうしk研究爪行われるの芝積率i之、白菜れiまそうした方面へも芳一-歩主活み釘し

たい Eこ恵っている訳、それには忠す、建去の文言文2こ碕究実績に131'還し、ごれz整理してD
持\:tJ 1ず 7，r らお。本務付‘そうし於意味れら作~されたものであって、立 X↑r; j柔ロ肉する1:青民主

できるF良リ牧草長し、これ玄表示し?とむのである。乏しいお爪、恒朔向のうち代行ったごのー

章表吠、 5失隠のJいものでめろうごピは、き3然、ミ予測される Yころであるボ、 ;;i'応、 γ三と

お補亙加文て、;n-tl-;:Z会なものによ主上:ー庁長¥¥ "i.老えているので、気:;it諸費の方i立七、ぞう

L T:意味1J¥0 、鋳I気付のこ Eこき軍事~芳~ tl T亡℃け稔れはをt=，であ:GD
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立杭湾 1ご関して記忍し T~ :5亡荷f芝掲げる Jて当つで‘.ø. t才、犬きく四つ I~ 大別 L てみ 750 一つ

は、 m吉Z乃至は唆蓄の主要、←つは陶審なら 3‘iて茶道lて関する書物、ぞれn¥i)、文書ミlて肉する
わので、従来、害n¥れたもの!才.大体、亡の三ヮ|て分けEフヰ1;;9のでは7;Fll引と思う。し刀¥し

、入向の仕手は、ぞう機械的 1τ 分化してt;t"爪り行われないの号、跨 I~ !;J、どれ iてわ関係あ D

もの、ど才1Iても!才っきリi'iT~さぜ難いおのもめる。ぞういうもの問、別 t-;: r総記」の修芝フ

〈リ、をこへ入れて置いた。し爪し‘ごう~ T:分類院、 1更立liJ否むのであるD¥勺、いさほい

、でのrrr-屈についで当主得ないど者乏 0;/1.るもの f)¥'ああ丹¥も句れない。そ;([0Iご、役目の訂

補引咲ち r~ IIど目、う。

-. t$. oe. 

1.古事穎苑

2. 大百科~~

ニ、更宗5、関係

1 ， ")て呂志地色辞書(疋版〉

2 . t:日本?埋も辞書(祈版〕

3. 大田本的誌、 utt量~)

4. 日本案内記(珂)

5. BA¥ l!!!理大京

6回目;$:司E理風俗丈系

7.共生繁華宇土買g，霊

S. ~ぞ~県産葉風土記

9.失穿県社会科読本

10，松蓬 l乃栃土、臭事県

11.兵庫県符主薦、大京

12 争ミ庫集?節主 11'ラ7

13. .r.i国自慢

14. J..j重県兵庫

15.篠山村宝15

16・再;買志

17.丹波考

18.史料>Il1署長誌(丹汲〉

19.丹南葺Su

20 .郷土史料

21. ゴ長犯 ~þ 犯龍、

22. iY記m;誌、

23.多紀郡土史認

24.丹波宮さ辱表
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BA?白ヲ 3.!j..

si:i粗斗 -6年

。4-7斗
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1 1~ 
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25.今回場:i:lt: It!持 刻午精進 照明iJj正'q(ま定環;

三、向送、 2正道 関係

エ 主主 ft 本

1.大正治岳部i 10椅 高橋義線 大lE1 2年

2.大吉本骨董金書 |冊 ョー絵老と

3.猶術臼本書a:1幸をうく辞典 1時 沼田'ft，'j;:. aj3 
4. j¥i.J滋器考 1帯 よ忠松英 知ね7宝干

5. ~王朝間選 3立証 G-1f時 金保得7)<:

6. 梅若基金集 ，30舟 J!\聖子:豆-~

7.殉毒事大辞事実 6冊 i:i¥ e 

8.陶器講座 26-ll号 雄山詩耳 知fU10伊 12.年

9.陶墨間像 1 2痢 ~ 。13!i手

10. 8.1ド.fl南港 3冊子 掛1ド1住之事T

， 1.現代g本的民芸 I f肝 3て港隆三郎

12. B本防署全寄 !締 大宣言革本支部 間Xt115年

13. 宮本õ-ifJ~~集 6時 開場金集刊Jfj会 。I 61干
14.丹波堤ヒ仁蒋 i時 褐'=p文3実 。17豊子
15. 署長道具 2高時 あ原理E三 ~ 22.辱

16. -*箪抄 10舟 加藤1:.-~j3 " 
17.郷工芸術iHl=展解説 I i野 白鶴美術~ 多 2S!if. 

I S.丹漬埠1::就いτ i舟 横溝tt~8!:ì や 26主主

rr s震 誌-
1.丹涯の古来iご就てくI二・下〉杉本援置を 「表わん.J'if 0 -Iき 瑠和 I2年

2.丹淑慌の発事長 守千3二百次郎 企 i? 0弓 9 . ?' 

3.続丹波のち荒に就て 杉本稜稚 「原わん j 9 I号 。13~手

4千.6将殺の会 事務烹泌 「工芸J 89号 ~ <' 

5.丹波山の難色 弁j二百次官官 戸全 <' '/ 

6 . ~呼稔11\註 相来Is己 会 ク タ

7. +ヰi皮の茶阿lてついて (1こ・下〉杉不定機 「怪もの薄味 J51-2緋 イシ 14年

~.報室îili 椴のこととも 企 「表わん.JJ 0町 O~ 'シ
。

9. j tごま t草niI山教 大木tlE夫 戸」、』 101 ~ ~ 。

10.建水般原 {在宅木三味 γ茶わん.11 o5~ ク 。

I 1. JhlltD主}を余員長 杉本寝殿 会 o' 

12.再液疫のこヒ ヰ子回種夫 γ丹波R;芸-1寄 。

13.訟の眠た丹盟桟い・ユ) 営F空牛歩 企 1 -2 ~き 。 b 

14.丹理海町克 く1・2) ~迂i獲矢 金 2.-.3~ ウ '/ 

15.丹浪漫の再稜蓄す ~拘苓庖 金 2ち
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